
















































様式第１２号 

政 務 活 動 実 績 報 告 書 

令和７年１０月３１日 
会派名  未來への架け橋 
代表者名 保坂 栄次 
 
                （報告者） 議員氏名  保坂 栄次  

実 施 日 
令和 7 年 10 月 9 日（木）10 日（金） 

 

調 査 地 又 は 

研 修 会 開 催 地 

宇都宮市内 
ライトキューブ宇都宮（宇都宮駅東口交流拠点施設） 

 

調 査 研 究 項 目 

① 人口減少と成熟社会のデザイン 
② 人口減少社会に対応する「ネットワーク型コンパクトシティ」の形成 
③ 都市縮小時代の持続可能なまちづくり 

他 

調 査 研 究 概 要 

 
第 87 回全国都市問題会議に参加したが、概要は以下のとおり。 
 
日時 令和 7 年 10 月 9 日（木）・10 日（金） 
会場  ライトキューブ宇都宮（宇都宮駅東口交流拠点施設） 
主催  全国市長会 
第 1 日目（10 月 9 日・木） 
  開会式 
  開会挨拶 ・全国市長会会長 広島市長 松井一實 
       ・開催市市長挨拶 宇都宮市長 佐藤栄一 
  基調講演 ・人口減少・成熟社会のデザイン 京都大学名誉教授 広井良典 氏 
  主報告  ・人口減少社会に対応する都市の構造改革 
         〜１００年先も発展できるネットワーク型コンパクトシティ」の形成〜 
               宇都宮市長 佐藤栄一 
  一般報告  ・「縮充」発想による公共施設マネジメント 
            東洋大学国際 PPP 研究所シニアリサーチパートナー 南 学 氏 
        ・都市縮小時代の持続可能なまちづくり 
          〜人がつどい 未来に躍動する 世界都市・高松〜 



                          香川県高松市長 大西 秀人 氏 
      ・次世代交通と持続可能なまちづくり 早稲田大学理工学術院教授 森本章倫 氏 
第２日目（10 月１０日・金） 
  パネルディスカッション 
  【テーマ】 成熟社会の都市のかたち〜コンパクトで持続可能なまちづくり〜 
  【コーディネーター】  埼玉大学大学院人文社会科学研究科教授 内田奈芳美 氏 
  【パネリスト】 

（株）みちのり HD 代表取締役グループ CEO 
（兼）関東自働車（株）代表取締役社長 吉田 元 氏 

    まちなか広場研究所主宰 山下 裕子 氏 
    北海道室蘭市長     青山 剛 氏 
    鳥取県米子市長     伊木 隆司 氏 
  閉会式 
  
【参加しての感想】 

 第 87 回全国都市問題会議では、「成熟社会の都市のかたち〜コンパクトで持続可能なまちづ
くり〜」をテーマに、人口減少社会における都市経営のあり方について、多角的な視点から学
ぶことができた。 

 特に宇都宮市長による「人口減少社会に対応する都市の構造改革―百年先も発展できるネッ
トワーク型コンパクトシティの形成―」の報告では、人口減少や少子高齢化が進展する中にお
いても、公共交通と都市機能を連携させながら持続可能なまちづくりを進めていくことの重要
性が示された。 

 また、公共施設マネジメントや都市縮小時代のまちづくりに関する報告では、限られた財源
の中で公共サービスを維持していくためには、施設の統廃合や長寿命化、民間活力の活用など
を計画的に進めていく必要があることを改めて認識した。 

 さらに、パネルディスカッションでは、公共交通、中心市街地活性化、地域コミュニティの
維持などについて、各自治体の先進的な取り組みが紹介され、人口減少社会においても地域の
特色を生かしながら持続可能な都市づくりを進めていくことの重要性を学んだ。 

 今回の会議を通じて、人口減少を単なる課題として捉えるのではなく、将来を見据えた都市
構造の再構築や行政サービスの効率化を進める契機として捉える必要があると感じた。今後
は、本会議で得た知見を議会活動や政策提言に生かし、市民が安心して暮らし続けることがで
きる持続可能なまちづくりの実現に努めてまいりたい。 

一方で、コンパクトシティや公共交通施策については、事業効果や財政負担を十分に検証し、
市民への説明責任を果たしながら進めることが重要であると感じた。今後も市民目線で事業の検
証を行い、持続可能なまちづくりの実現に向けて議会活動に取り組んでいきたい。 
 
 
 


